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田
坂
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
正
し
い
姿
勢
づ
く
り

福
寿
学
級｢

玉
城
学
園｣座

は
、
市

町
連
携
講

座
と
し
て

三
重
県
生

涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と

共
催
で
行

わ
れ
、
中

高
老
年
期

運
動
指
導
士
と
し
て
も
活
躍
す
る
田

坂
さ
ん
か
ら
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
と
み

か
ん
を
使
っ
た
、
基
本
的
な
動
作
の

練
習
法
や
正
し
い
姿
勢
の
作
り
方
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
受
け
、

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
、
健
康
運
動
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
毎
年
７
月
か

ら
３
月
ま
で
毎
月
、
合
計
９
回
開
講

し
て
い
ま
す
。

　

知
識
・
教
養
を
深
め
な
が
ら
心
身

健
康
で
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
少
し
で

も
充
実
し
て
も
ら
お
う
と
1
月
18

日
、「
福
寿
学
級
」
が
保
健
福
祉
会

館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
第
７
回
講
座
が
開
か

れ
、
参
加
し
た
50
人
を
超
す
住
民

の
方
が
、
田
坂
稔
さ
ん
に
よ
る
「
て

く
て
く
健
康｣

を
テ
ー
マ
に
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
演
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
31
年
目
を
数
え
る
歴

史
の
あ
る
高
齢
者
向
け
の
講
座
で
、
近

隣
の
市
町
に

は
な
い
玉
城

町
独
自
の
も

の
だ
け
に
、

毎
回
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
講

！

Pick up

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

T
am

aki T
ow

n Report

熱心に受講される参加者のみなさん

伝
統
を
守
り
続
け
る

山
神
獅
子
舞
神
事

　

そ
し
て
、
天
狗
が
獅
子
を
呼
び
獅

子
の
舞
が
始
ま
り
、
観
客
ら
が
天
狗

の
懐
に
お
賽
銭
を
い
れ
る
と
、
天
狗

は
一
年
間
無
病
息
災
に
ご
利
益
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
獅
子
頭
の
シ
デ
を
一

本
づ
つ
渡
し
、
獅
子
と
天
狗
が
お
寺

の
奥
に
帰
り
神
事
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

こ
の
神
事
に
使
わ
れ
る
獅
子
頭

は
、
県
の
有
形
文
化
財
に
、
そ
し
て

舞
は
、
無
形
文
化
財
に
そ
れ
ぞ
れ
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
27
日
、
山
神
地
区
の
山さ
ん

田で
ん

寺じ

で
、
五
穀
豊
穣
の
祈
願
や
悪
魔
払
い
と

し
て
獅
子
舞
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
松
か
さ
を

川
に
浸
す
な
ど
準
備
が
進
め
ら
れ
、

太
陽
が
西
に
傾
き
か
け
た
頃
、
お
寺

の
鐘
の
音
と
と
も
に
、
神
事
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。獅
子
が
仏
前
を
舞
い
、

次
に
天
狗
が
登
場
し
酔
っ
た
踊
り
が

披
露
さ
れ
た
後
、
天
狗
に
向
っ
て
観

客
か
ら
一
斉

に
松
か
さ
が

投
げ
つ
け
ら

れ
る
と
、
悪

疫
が
つ
か
な

い
よ
う
、
天

狗
は
投
げ
つ

け
た
相
手
を

追
い
か
け
、

扇
子
で
頭
を

叩
き
ま
す
。

！

健康運動について語る田坂さん

神事前に飾られる獅子頭と天狗面

扇子を持って暴れる天狗
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玉
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

交
流
を
目
的
に
今

回
初
め
て
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
開
催
し

た
そ
う
で
す
。

　

開
会
式
、
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員
の
前
川
喜
次
さ
ん
挨
拶
後
、
試

合
開
始
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
で
行
う

　

１
月
28
日
、
玉
城
町
屋
内
体
育
館

で
玉
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
西

村
博　

会
長
）
に
よ
る
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

玉
城
町
に
は
全
国
・
県
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
ク
ラ
ブ
（
松
田
卯
七　

会
長
）
が

あ
り
、
そ
の
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

る
同
会
員
も
多
く
、
会
員
の
体
験
と

！

カ
ー
リ
ン
グ
と
ル
ー
ル

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

チ
ー
ム
で
得
点
を
競
い

合
う
も
の
で
す
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
専
用

の
道
具
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー

ラ
ー
の
投
げ
方
や
コ
ツ

な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に
手

解
き
さ
れ
な
が
ら
、
白

熱
し
た
試
合
と
な
り
ま

し
た
。

　

冷
え
切
っ
た
体
育
館
の
中
で
ほ
ど

よ
く
体
も
温
ま
り
、
参
加
し
た
30
人

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
と
親
睦
を
深
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

体験と交流を目的に試合開始

参加した老人クラブ連合会のみなさん

コラム町長

COLUMN in March,2008

L e t t e r  t o  y o u

　城山の梅のつぼみもそろそろふくらみ始め
ました。
　暦では節分・立春を過ぎたにもかかわらず、
2 月 9 日には今年になって 2 回目の積雪があ
りました。この日は朝から三重市町対抗駅伝

（3 月 16 日開催　大会テーマ：タスキでつな
がる美

うま
し国）に出場する「チーム玉城」の結

団式がありました。10 区間 42.195 ｋｍを三
重県庁前から伊勢の県営陸上競技場まで全
コースのうち 29.82 ｋｍ地点 9 区が中継地点
で 8 ～ 9 の区間、玉城町を通過することとな
りました。選手・監督・コーチの皆様に対し
て、町をあげて応援をするとともに「チーム
玉城」の健闘を願っています。
　そして、翌日の 10 日は従来の福祉まつり
を『元気です　たまき　まつり』として開催
しました。特に昨年創作しました、「元気で
す　たまき」のオリジナル健康体操が町内各
団体で取り組んでいただいていることを大変
うれしく思っています。また、まつりの中で、
町の環境を守る取り組みから地域づくりを
行っていただいている団体の皆様から発表を
いただきました。各小学校、玉城中学校・相
可高校、京セラミタ、原、三郷地区（下外城田）、
玉城清流会、松下電工の活動発表と展示は素
晴らしいものでありました。
　まさに町の環境を守るため、また、人との
交流をお手伝いして活躍していただいてい
る皆さんの一体感を感じるまつりでありまし
た。尊い心で町を支えていただいている事に
感謝申し上げます。

平成 20 年 2 月 14 日　町長室にて

　　　　　　玉城町長
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ひ
と 

＋ 

ま
ち 

＋ 

く
ら
し

平成 19 年度上半期
玉城町の財政状況をお知らせします

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
収
支
状
況
を

グ
ラ
フ
や
表
で
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
度
上
半
期
（
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町の台所町財政公表

配当割交付金

0 100,000 200,000 300,000 500,000 1,000,000 2,000,000

町税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

分担金及負担金

地方消費税交付金

地方譲与税

繰越金

諸収入

自動車取得税交付金

町債

地方特例交付金

使用料及手数料

ゴルフ場利用税交付金

利子割交付金

株式等譲渡所得割交付金

財産収入

繰入金

交通安全対策特別交付金

国有提供施設等交付金

寄附金

1,403,908
2,388,506

41,715
266,358

54,629
194,007

52,245
134,693

78,838
130,000

26,730
94,500

76,265
76,264

10,454
66,855

18,954
64,000

0
58,800

28,572
38,500

13,797
32,935

3,127
8,000

3,375
7,000

0
6,000

4,731
5,500

1,857
5,165

0
4,816

1,668
2,620

0
530

1,312
301

540,028
944,000

【一般会計収支状況】（平成19年９月現在）

収入済額
現計予算額

歳　入

（単位：千円）

収入済額　2,362,204,878円

現計予算額　4,529,350,000円

0 200,000 400,000 600,000 1,000,000

民生費

総務費

公債費

教育費

土木費

衛生費

諸支出金

農林水産費

消防費

商工費

議会費

予備費

労働費

災害復旧費

561,675
1,361,611

188,276
685,539

214,008
536,535

155,928
419,339

54,346
371,955

138,760
302,889

65,989
226,458

56,693
215,780

136,749
199,141

14,861
93,611

37,383
73,287

0
26,675

15,500
16,430

0
100 支出済額

現計予算額

歳　出（単位：千円）

支出済額　1,640,167,719円

現計予算額　4,529,350,000円

千円

千円
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●
町
税
の
収
入
状
況

　

平
成
19
年
度
上
半
期
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
税
の
総
額
は
23
億
８
８
５
０
万
円
を
見

込
み
、
そ
の
う
ち
９
月
30
日
現
在
、
14
億
３
９
０
万
円

あ
ま
り
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

重
要
な
自
主
財
源
を
な
す
町
税
は
、
町
民
法
人
税
の

伸
び
税
源
移
譲
等
に
よ
り
昨
年
同
時
期
に
比
べ
４
億
円

あ
ま
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
３
年
（
決
算
）
の
推
移
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
地
方
債
の
状
況

　

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
て
い
る
借
入
金（
未
償
還
残
高
）

は
、１
０
０
億
５
７
２
６
万
１
７
９
８
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
有
財
産

　

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
、
庁
舎
・
学
校
・
町
営
住
宅

な
ど
の
建
物
の
面
積
は

▼
土
地　

28
万
12
㎡

▼
建
物　

５
万
２
８
２
３
㎡

●
基
金

　

町
が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
お
金

▼
総
額　

10
億
９
７
０
４
万
９
５
９
６
円

【介護老人保健施設事業会計】
●収益的収支　　　 （単位：千円）

予算額 執行済額
収　入 331,326 156,389 
支　出 340,640 134,455 
●資本的収支

予算額 執行済額
収　入 7,826 0 
支　出 23,550 7,182 

【水道事業会計】
●収益的収支　　　 （単位：千円）

予算額 執行済額
収　入 305,738 156,690 
支　出 257,989 55,879 
●資本的収支

予算額 執行済額
収　入 251,106 4,126 
支　出 397,605 26,953 

【病院事業会計】
●収益的収支　　　 （単位：千円）

予算額 執行済額
収　入 530,117 230,787
支　出 580,553 240,741
●資本的収支

予算額 執行済額
収　入 30,693 20,989
支　出 42,772 15,723

【下水道事業会計】
●収益的収支　　　 （単位：千円）

予算額 執行済額
収　入 114,875 26,324 
支　出 168,196 33,905 
●資本的収支

予算額 執行済額
収　入 1,429,815 64,420 
支　出 1,491,961 55,801 

【特別会計収支状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　千円未満四捨五入
現計予算額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,277,724 531,737 523,001
老 人 保 健 特 別 会 計 942,283 420,204 417,471
住宅新築資金等貸付事業特別会計 35,209 2,160 29,595
山 村 振 興 事 業 特 別 会 計 53,680 23,568 21,740
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 261,908 46,791 64,272
介 護 保 険 特 別 会 計 788,861 365,279 325,520

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
百万円

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

その他の税

固定資産税

町民税法人

町民税個人

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 年度

地方交付税
町債

一般会計歳入決算額

一般会計歳出決算額

4,712

4,571

636

644

4,312

4,099

665

339

4,305

4,193

521
265

【町税の推移】

【財政状況の推移】
百万円

135

893

492

480

133

886

599

503

143

866

314

550

【町税の内訳】

町民税
803,295

固定資産税
522,662

軽自動車税
32,309

たばこ税
40,537

入湯税
5,104

（平成 19年９月末現在）
町税収入済額 1,403,907,653 円

（単位：千円）
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○
制
度
の
施
行
日

　

平
成
20
年
４
月
１
日

○
運
営
主
体

　
　

県
内
全
て
の
市
町
が
加
入
す
る

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

○
広
域
連
合
と
市
町
の
役
割

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
し
ま
す
が
申
請
や
届

け
出
の
受
付
な
ど
の
窓
口
業
務
は

市
町
が
行
い
ま
す
。

　

広
域
連
合

　

被
保
険
者
の
認
定
、
資
格
管
理

　

保
険
証
等
の
交
付

　

保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と

　

市　
　

町

　

加
入
・
脱
退
の
届
出
や
申
請
の
受
付

　

保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

　

保
険
料
の
徴
収

○
対
象
と
な
る
方

①
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

　
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
）

②
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
り
制
度
に
加
入
す
る
方

　

対
象
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
医
療
保

険（
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
）

を
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

※
被
用
者
保
険
と
は
政
府
管
掌
健

康
保
険
や
企
業
の
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組

合
等
の
こ
と
で
あ
り
、
国
民
健

康
保
険
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
資
格
取
得
す
る
日

①
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
75

歳
以
上
の
方

制
度
施
行
（
平
成
20
年
４
月
１

日
）
か
ら
取
得

②
65
歳
～
74
歳
で
障
が
い
認
定
申

請
に
よ
り
老
人
保
健
資
格
を
取

得
し
て
い
る
方

※
本
人
の
申
出
に
よ
り
資
格
喪
失

で
き
ま
す

制
度
施
行
（
平
成
20
年
４
月
１

日
）
か
ら
取
得

③
制
度
施
行
後
、
75
歳
と
な
る
方

75
歳
年
齢
到
達
日
（
誕
生
日
）

か
ら
取
得

④
65
歳
～
74
歳
で
障
が
い
認
定
申

請
を
さ
れ
た
方

広
域
連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た

日
か
ら
取
得

○
被
保
険
者
証（
保
険
証
）
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
証
は
1
人
1
枚
交
付

し
ま
す
。

①
老
人
保
健
制
度
か
ら
移
行
さ
れ

る
方
に
は
３
月
下
旬
に
被
保
険

者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

②
制
度
施
行
後
に
75
歳
に
な
る
方

に
は
、
75
歳
到
達
日
の
前
に
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

③
障
が
い
認
定
申
請
を
さ
れ
た
方

に
は
、
認
定
後
に
被
保
険
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
毎
年
７
月
末
日
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
７
月
中
に
８
月
か
ら
翌

年
７
月
末
ま
で
有
効
の
新
た
な

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

○
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
現

行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
医
療

機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

医
療
機
関
等
で
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
の
提

示
に
よ
っ
て
医
療
の
給
付
の
受
給

資
格
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
窓
口
へ
被
保
険
者
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

自
己
負
担
額
も
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
で
、
か
か
っ
た
医

平
成
20
年
４
月
か
ら

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
新
た
な
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、『
75
歳
以
上
の

高
齢
者
『
後
期
高
齢
者
』（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
制
度
に
加

入
す
る
方
を
含
む
）』
に
係
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

主
要
な
目
的
と
し
て
、
従
来
の
老
人
保
健
制
度
か
ら
、
全
市
町
村
が
加
入
す

る
広
域
連
合
を
運
営
主
体
と
す
る
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

75
歳
以
上
の
全
て
の
人
が
加
入
し
保
険
料
を
納
付
し
ま
す

生
活
福
祉
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
３



� 城あとに夢を築くまち  たまき　2008-3

療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者

は
３
割
）
の
金
額
で
す
。

た
め
に
必
要
な
経
費
を
も
と
に
算

定
し
ま
す
。
保
険
料
の
内
訳
は
被

保
険
者
均
等
割
と
所
得
割
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
　

被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割

率
に
つ
い
て
は
、
原
則
県
内
均
一

で
、
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
に
お

い
て
２
年
ご
と
に
算
定
し
ま
す
。

　
　

20
年
度
及
び
21
年
度
に
お
け
る

被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
均
等
割
額
３
万
６
７
５
８
円
／
年

・
所
得
割
率
６
・
７
９
％

○
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

低
所
得
者
に
か
か
る
軽
減

　

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応

じ
て
、
一
定
の
計
算
に
基
づ
き
保

険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
を
軽
減

（
７
割
、
５
割
、
２
割
）
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ

れ
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

た
方
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
保

険
料
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

激
変
緩
和
の
た
め
制
度
加
入
時

か
ら
２
年
間
は
被
保
険
者
均
等

割
を
５
割
軽
減
し
、
所
得
割
は

課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
つ
い
て

は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ

月
間
の
保
険
料
は
無
料
と
な
り
、

10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の

６
カ
月
間
の
保
険
料
は
被
保
険
者

均
等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
減
免

　

災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
生
活
困

窮
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
が
著
し

く
困
難
な
場
合
な
ど
、
一
定
の
基

準
に
基
づ
き
、
申
請
に
よ
る
保
険

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
徴
収

　

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上

の
年
金
受
給
者
の
方
は
年
金
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
あ
わ
せ
た

保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
や
、
そ
の
他
の
事
情
に

よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
個
別
に
納
付
書
や
口
座
振

替
等
の
方
法
（
普
通
徴
収
）
に
よ
り

市
町
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
医
療
の
給
付

　
　

療
養
給
付
、
入
院
時
食
事
療
養

費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
特
別

療
養
費
、
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護
合
算
療
養
費
（
新
設
）、

保
険
外
併
用
療
養
費
、
訪
問
看
護

療
養
費
、
移
送
費

○
葬
祭
費

　
　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
に

葬
祭
を
行
っ
た
方
の
申
請
に
よ
り

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

○
第
三
者
行
為

　
　

交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
て
治

療
を
受
け
る
場
合
、
原
則
と
し
て

加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
制
度
で
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
窓

口
へ
必
ず
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

○
保
健
事
業

　
　

被
保
険
者
の
保
持
増
進
の
た
め

健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
実
施
方

法
は
、
介
護
保
険
制
度
の
生
活
機

能
評
価
と
の
同
時
実
施
で
、
県
内

何
れ
の
健
診
機
関
で
も
受
診
可
能

な
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
制
度
の
構
築

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
と
し
て
一
定

額
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
今
後
、
本
誌
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
「
た
ま
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

の
な
か
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福
祉
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
３
へ

自己負担限度額
区　　分 負担割合 外来（個人単位） 外来 + 入院（世帯単位）

現役並み所得者 3 割 44,400 円 　
（※ 1）80,100 円　　　

＋
（医療費－ 267,000 円）× 1％

一 般
1 割

12,000 円 　 44,400 円
低 所 得 者 Ⅱ 8,000 円 　 24,600 円
低 所 得 者 Ⅰ 8,000 円 　 15,000 円
※ 1　過去 12 カ月以内に外来 +入院の限度額を超えた支給が 4回以上
　　　 あった場合、 4 回目以降の限度額は 44,400 円

○
保
険
料

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

介
護
保
険
と
同
様
に
全
て
の
被
保

険
者
1
人
ひ
と
り
に
対
し
て
保
険

料
を
算
定
、
賦
課
し
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
、
医
療
給
付
を
行
う
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お知らせ広場

３
月
１
～
７
日
は

春
の
全
国
火
災
予
防
週
間

M a r c h

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

３

福
祉
だ
よ
り

生
活
福
祉
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
３

■
平
成
20
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
が 

　

変
わ
り
ま
す
！

75
歳
に
な
る
と
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
75
歳
以
上
の
す
べ

て
の
人
（
65
～
74
歳
の
人
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
と
認
定
を
受
け
た
人
を
含
む
）
は
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
時
点
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
全
員
が
65
～
74
歳
で
あ
る
世
帯
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
が
原
則
と
し
て
世

帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
特
別
徴
収
さ
れ
ず
、

口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴

収
）
と
な
り
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合

○
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合

○
世
帯
主
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場
合

○
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
と
の
合
算
額

が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

○
そ
の
ほ
か
、
制
度
開
始
当
初
に
つ
き
特
別
徴
収
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
徴
収
の
仕
組
み

　

特
別
徴
収
の
人
は
、
年
金
受
給
月
ご
と
の
納
付

（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

総
務
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
０

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
～
７
日

ま
で
の
一
週
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
玉
城
町
消
防

団
で
は
こ
の
期
間
中
、
町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
す
。

《
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

▼
日　
　

程　

３
月
２
日（
日
）
午
後
１
時
～

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②	

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の

推
進

③	

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全

対
策
の
徹
底

④
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

⑤	

乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止
対

策
の
推
進
な
ど
で
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
も
の
を
奪
っ
て
い
く
火
災
、

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成
20 年度

４月
仮
徴
収

平成 19 年度の国民健康保険料をも
とに計算した額が天引きされます。
該当する人には仮徴収額を３月 31
日までに通知します。

6 月

8 月

10 月
本
徴
収

７月に平成 20 度分の国民健康保険
料額を決定し通知します。
その金額から、既に納付済の仮徴
収分を除いた額が天引きされます。

12 月

平成２１年
２月

平成
21 年度 ４･ ６･ ８月

仮
徴
収

平成 21 年２月と同額が天引きされ
ます。
金額の変更がない場合は通知しま
せん。
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保
健
事
業
だ
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
1
歳
6
カ
月
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち　

３
月
５
日（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
０
時
50
分
～
１
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
18
年
７
月
１
日
～
８
月
31
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
致
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
だ
よ
り

さ
く
ら
児
童
館
☎
（
５
８
）
８
５
２
７

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

3
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

お
子
さ
ん
の
成
長
記
録
を
つ
く
ろ
う

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
０
．
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

3
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
内　
　

容　

バ
ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う

■
歯
っ
ぴ
い
教
室

▼
日
に
ち　

３
月
６
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
17
年
11
月
～
平
成
18
年
１
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯
科
健
診
及

び
フ
ッ
素
塗
布
体
験

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
致
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

▼
日　
　

時　

３
月
10
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
や
育
児

に
つ
い
て
な
ど

▼
講　
　

師　

幸ゆ
き

母
乳
育
児
相
談
室

　
　
　
　
　
　

助
産
師　

中
村　

幸
美
さ
ん

▼
対　
　

象　

生
後
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

	

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

■
離
乳
食
教
室

▼
日　
　

時　

３
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

離
乳
食
中
期
・
後
期
・
完
了
期
の

講
話
と
試
食

▼
対　
　

象　

生
後
７
カ
月
～
完
了
期
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち　

3
月
13
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
～
2
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
19
年
7
月
16
日
～

　
　
　
　
　
　

8
月
15
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

育
児
相
談

■
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

最
近
、
出
産
ま
で
一
度
も
受
診
し
て
い
な
い
方

が
救
急
車
で
緊
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
受
け
入
れ
先

の
病
院
が
見
つ
か
ら
ず
、
母
体
や
胎
児
の
命
に
か

か
わ
る
重
症
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
妊
娠
初

期
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
妊
婦
健
診
を
受

け
る
こ
と
は
、
胎
児
や
妊
婦
自
身
の
生
命
を
守
る

上
で
、
不
可
欠
で
す
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
制

度
を
活
用
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
健
診
を
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

町立保育所園庭開放のご案内
○日時　3 月 19 日（水）午前中　第 3 水曜日
○場所　各町立保育所　　※お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。
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お知らせ広場

総
務
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
０

■
転
出
さ
れ
る
場
合
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い

　

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
は
、
各
戸
に
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
総
務
課

へ
受
信
機
（
付
属
品
、
説
明
書
な
ど
）
を
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
で
転
居
す
る
場
合
は
、
機
械
内

部
の
設
定
変
更
を
し
ま
す
の
で
受
信
機
を
お
持

ち
の
上
、
総
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
乾
電
池
の
交
換
を
忘
れ
ず
に
！

　

個
別
受
信
機
は
、
表
面
パ
ネ
ル
の
「
乾
電
池
」

ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
す
る
と
電
池
交
換
の
合
図

で
す
。

　

交
換
方
法
は
、
右
側
面
の
「
電
源
」
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
、
表
面
パ
ネ
ル
の
電
池
収
納
ふ
た
を

移
動
さ
せ
（
写
真
）、
乾

電
池
（
単
２
）
を
入
れ

替
え
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
乾
電
池
が
液
漏
れ

し
、
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
故
障
し
た
場

合
、
２
台
目
か
ら
は
有

償
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務

課
へ

個
別
受
信
機（
防
災
行
政
無
線
）

転
出
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
返
却
を
！

戦
争
体
験
文
募
集

　

玉
城
町
遺
族
会　

会
長　

山
本　

勇

☎
（
５
８
）
２
４
３
９

　

玉
城
町
遺
族
会
で
は
、
次
の
要
領
で｢

わ
が
町

の
戦
争
体
験｣

の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
目　
　

的　

玉
城
町
で
も
戦
争
の
あ
っ
た
頃
、

そ
の
年
代
に
生
き
た
人
々
が
、
様
々
な
体
験
を

し
て
、
戦
争
の
時
代
に
耐
え
て
き
た
と
い
う 

｢

生
の
声｣

を
記
録
と
し
て
残
し
、
後
世
の
若

い
人
達
に
そ
の
苦
し
み
や
、
悲
し
み
を
知
っ
て

も
ら
い
平
和
の
尊
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
一
助

と
し
た
い
。

▼
募
集
要
項

 
・
体
験
文
の
内
容

　
　

戦
中
、
戦
後
の
時
代
の
な
か
で
、
あ
の
時
こ

こ
で
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
も
と

に
、
あ
な
た
の
生
の
体
験
を
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
で
２
枚
以
内
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
本

文　

５
０
０
～
７
０
０
字
程
度
）
原
稿
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

 

・
募
集
期
限

　
　

３
月
31
日（
月
）
ま
で

 

・
提
出
先　

玉
城
町
遺
族
会　

各
字
理
事

 

・
文
集
の
発
刊　

｢

わ
が
町
の
戦
争
体
験｣
（
仮
称
）

　

と
い
う
冊
子
と
し
て
発
刊
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

■
「
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
開
催
!!

　

玉
城
チ
ー
ム
参
戦

　

３
月
16
日（
日
）
に
、
三
重
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
市
町
間
の
交
流
を
目
的
に
「
美
し
国
三
重

市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

津
市
の
三
重
県
庁
前
か
ら
伊
勢
市
の
県
営
陸
上

競
技
場
ま
で
の
42
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
10
区

間
で
競
う
大
会
で
、
我
が
玉
城
町
か
ら
も
22
名
の
選

手
・
監
督･

コ
ー
チ
で
「
チ
ー
ム
玉
城
」
を
結
成
し
、

大
会
に
参
戦
し
ま
す
。
玉
城
町
内
で
の
中
継
点
は
ア

イ
フ
ル
ホ
ー
ム
伊
勢
店
前
（
旧
パ
ー
ル
ク
イ
ン
跡
地

横
）
で
10
時
30
分
頃
に
タ
ス
キ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、是
非
「
チ
ー
ム
玉
城
」

の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

参戦される「チーム玉城」の皆さん
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玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
５
８
）
６
９
１
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日　
　

時　

３
月
10
日（
月
）・
20
日（
祝
）・

　
　
　
　
　
　

30
日（
日
）　

午
後
１
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

擁
護
委
員

■
子
育
て
教
育
相
談

　

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ

り
、
問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感

じ
る
小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
　

時　

３
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

池
山
哲
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
玉
城
わ
か
ば
学
園
校
長
）

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

３
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！
＆
ミ
ニ
ミ

ニ
卒
業
式

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン　
　
　

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
３
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時　

３
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

▼
日　
　

時　

３
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

▼
会　
　

場　

さ
く
ら
児
童
館

　

玉
城
町
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
囲
碁
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

３
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
受
付　

10
時
開
催

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
18
歳
以
下
は
無
料
）

▼
主　
　

催　

文
化
協
会　

囲
碁
部
会

ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
参
加

で
き
ま
す
。
３
位
ま
で
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
参
加

賞
、
昼
食
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
玉
城
碁
会　

代
表
高
田
さ
ん

☎
（
５
８
）
４
３
７
０
へ

囲
碁
大
会
開
催

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
日　
　

時　

３
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
会　
　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田

啓
子
さ
ん
☎
（
５
８
）
４
６
０
０
へ

　㈲玉城アクトファーム様から町福祉事業にと 68,114 円
ご寄付いただきました。

ありがとう手帖

三
重
県
警
察
就
職
説
明
会
開
催

　

三
重
県
警
察
本
部　

警
務
課
採
用
係

０
１
２
０
（
３
３
３
）
２
４
７

　

三
重
県
警
察
で
は
、
警
察
官
や
警
察
事
務
官
を

志
す
方
の
た
め
に
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
、
警
察
の

仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
場
所

　

平
成
20
年
３
月
７
日（
金
）

　

三
重
県
四
日
市
庁
舎（
四
日
市
市
新
正
４―

21―

５
）

　

平
成
20
年
３
月
12
日（
水
）

　

三
重
県
伊
勢
庁
舎
（
伊
勢
市
勢
田
町
６
２
２
）

　

平
成
20
年
３
月
28
日（
金
）

　

三
重
県
警
察
本
部
（
津
市
栄
町
１―

１
０
０
）

▼
開
催
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　

30
分

　

な
お
、
参
加
さ
れ
る
方
は
、
三
重
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
係
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無
は
、
採
用
試
験
の

結
果
に
一
切
影
響
し
ま
せ
ん
。
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三
重
建
労
伊
勢
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

☎
（
２
３
）
５
５
３
５

■
伊
勢
建
設
高
等
職
業
能
力
開
発
校　

生
徒
募
集

　

伝
統
的
な
技
能
の
伝
承
と
技
術
・
技
能
の
習
熟

を
は
か
り
、
社
会
に
即
応
で
き
る
技
術
者
を
育
て

る
目
的
で
、「
伊
勢
建
設
高
等
職
業
能
力
開
発
校
」

を
平
成
５
年
か
ら
開
校
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科
目　

建
築
施
工
系　

木
造
建
築
科

交
通
事
故
無
料
相
談

　

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
（
３
５
３
）
５
９
４
６

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事
故

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。（
無
料
）

▼
電
話
相
談
（
面
接
も
可
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

▼
弁
護
士
相
談

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時
※
要
予
約
制
・
要
面
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

四
日
市
市
諏
訪
栄
町
１―

12

　

朝
日
生
命
四
日
市
ビ
ル
７
階

　
（
社
）
日
本
損
害
協
会

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

☎
（
２
７
）
３
６
０
４

【
年
金
特
別
便
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・

 

学
生
納
付
特
例
申
請
の
改
正
に
つ
い
て
】

①
年
金
特
別
便
が
届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る

ご
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
し

 

・
間
違
い
が
な
け
れ
ば
「
訂
正
な
し
」
に
○
印

を
付
け
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
間
違
い
や
記
録
漏
れ
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
現
在
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
年
金

証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

②
平
成
20
年
2
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
申
込
み
は
、
認
印
、
カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
う
え

社
会
保
険
事
務
所
又
は
役
場
生
活
福
祉
課
ま
で
。

　

た
だ
し
、
納
付
免
除
を
受
け
て
い
る
方
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

③
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方
で
、
在
学
期

間
の
申
告
が
あ
り
、
か
つ
同
一
学
校
に
継
続
し

て
通
学
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
事
務
所
よ
り
直
接
葉
書
形
式
の
申
請
書
が
届

き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
返

信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
在
学
を
証
す

る
書
面
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
へ

▼
訓
練
内
容　

　

訓
練
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

　

訓
練
期
間　

３
年

　

訓
練
科
目　

建
築
概
論
、
生
産
概
論
、
計
画
、
構

造
、
建
築
製
図
、
各
種
実
習
な
ど

　

普
通
学
科　

社
会
、
数
学
、
国
語
（
パ
ソ
コ
ン
）

　

課
外
授
業　

全
国
の
訓
練
生
と
の
交
流
会
、
建

築
物
の
見
学
な
ど

▼
授
業
料
・
会
費　

い
ず
れ
も
事
業
主
負
担

▼
申
込
締
切　

３
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

訓
練
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
同
伊

勢
支
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
二
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座
開
催

「
二
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座
」
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
講
習
期
間　

３
月
下
旬
～
９
月　

週
３
回
程
度

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

▼
講
習
回
数　

Ａ
コ
ー
ス　

51
回

　
　
　
　
　
　
（
構
造
・
計
画
・
施
行
・
法
規
・

製
図
）

　
　
　
　
　
　

Ｂ
コ
ー
ス　

15
回
（
製
図
）

▼
会　
　

場　

三
重
建
労
伊
勢
支
部
第
２
会
館

▼
受
講
料　

Ａ
コ
ー
ス　

７
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ｂ
コ
ー
ス　

４
０
０
０
０
円

▼
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

イ
．
建
築
に
関
し
て
７
年
以
上
の
実
務
経
験

ロ
．
工
業
高
校
卒
業
者
（
建
築
・
土
木
）
は
３

年
以
上
の
実
務
経
験
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住
宅
地
近
隣
の
農
地
、
市
民
農
園
、
家
庭
菜
園
、
森
林

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

　

学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
公
園
等
の
公
共
施

設
、街
路
樹
、住
宅
地
と
こ
れ
に
近
接
す
る
土
地
、

住
宅
地
に
近
接
す
る
森
林
等
（
以
下
「
公
園
等
」

と
称
し
ま
す
）、
及
び
住
宅
地
に
隣
接
し
た
家
庭

菜
園
・
市
民
農
園
を
含
む
農
地
の
管
理
に
あ
た
っ

て
は
、
農
薬
の
飛
散
を
原
因
と
す
る
、
住
民
や

子
ど
も
等
へ
の
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、

で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
管
理
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で

も
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
十
分
な

配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

注
：
農
薬
に
は
、
作
物
や
樹
木
に
発
生
す
る
病
害

虫
の
防
除
を
目
的
に
散
布
す
る
も
の
の
他

に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
用
の
ス
プ

レ
ー
式
の
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
、
芝
生
等
の
雑

草
対
策
で
使
用
す
る
除
草
剤
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
省
農
薬
環
境
管
理
室

〒
１
０
０
‐
８
９
７
５

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
１―

２―

２

☎
０
３
（
３
５
８
１
）
３
３
５
１
（
代
表
）

こ
の
よ
う
な
所
で
、周
囲
を
気
に
せ
ず

農
薬
を
散
布
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.env.go.jp/

農
林
水
産
省
農
薬
対
策
室

〒
１
０
０
‐
８
９
５
０

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１―

２―

１

☎
０
３
（
３
５
０
２
）
８
１
１
１
（
代
表
）

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
aff.go.jp/

国
家
公
務
員
募
集

　

人
事
院
中
部
事
務
局

☎
０
５
２
（
９
６
１
）
６
８
３
８

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　

人
事
院
は
平
成
20
年
度
中
に
次
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
申
込
用
紙
・
受
験
案
内
は
郵
送
で
も

請
求
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院
中
部
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
Ⅰ
種
試
験

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
火
）
～
８
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　

５
月
４
日（
日
）

▼
Ⅱ
種
試
験

受
付
期
間

　

４
月
11
日（
金
）
～
22
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　

６
月
22
日（
日
）

▼
Ⅲ
種
試
験

受
付
期
間　

　

６
月
24
日（
火
）
～
７
月
１
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　

９
月
７
日（
日
）

受
験
案
内
等
の
配
布
開
始
日

▼	

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
：
２
月
１
日（
金
）

▼	

Ⅲ
種
：
５
月
12
日（
月
）

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
組
み
の
一
環
と
し

て
、
三
重
県
の
た
ば
こ
自
動
販
売
機
は
、
２
０

０
８
年
６
月
ま
で
に
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販

売
機
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
自
販
機
で
た
ば
こ

を
購
入
す
る
際
に
は
、
成
人
に
の
み
発
行
す
る

専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「taspo

（
タ
ス
ポ
）」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
三
重
県
で
は
、
２
０
０
８

年
２
月
よ
り
カ
ー
ド
の
申
込
受
付
を
開
始
し
、

２
０
０
８
年
６
月
よ
り
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
発
行
手
数
料
、
年
会
費
は
無
料
で
す
。

　

申
込
書
は
申
込
開
始
期
に

併
せ
た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な

ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
（
社
）
日

本
た
ば
こ
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.taspo.jp/ 

自
販
機
で
の
た
ば
こ
購
入
に

専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
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歴史こぼれ噺
前
回
は
、｢

活
か
さ
ず
殺
さ
ず｣

の
具
体
例

を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
例
と
し

て
、
次
の
文
書
を
挙
げ
る
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

十
一

（
二
）
左
の
史
料

　

｢

大
庄
屋
の
報
告
書｣

　
　

勢
州
田
丸
領
内
で
起
こ
っ
た
例

　
　

時
代―

享
保
時
代
（
一
七
一
六
）

文
書
の
概
略

　

申
春
（
一
七
一
六
）
御
借
し
麦
御
借
し
下
さ
れ
候
え

ど
も
、
殊
の
外
困
窮
に
て
地
下
人
（
百
姓
）
餓
死
十
九

人
内
七
人
は
他
所
へ
乞
食
（
物
貰
い
）
に
罷
り
出
候
て
、

餓
死
つ
か
ま
つ
り
候
事
。

去
丑
（
一
七
二
一
）
の
夏
、
潰
れ
百
姓
ま
た
六
人
出
来

つ
か
ま
つ
り
候
て
、
家
諸
道
具
田
畑
作
な
ど
売
り
立
て

御
年
貢
は
残
ら
ず
上
納
つ
か
ま
つ
り
候
事
。

右
百
姓
の
義
、
無
常
に
は
な
れ
候
義
左
候
て
は
、
又
器

を
掲
げ
、
乞
食
等
の
体
に
な
ら
れ
、
路
頭
に
立
ち
申
し

候
は
ん
こ
と
、
不
憫
な
る
義
、
言
語
に
絶
す
る
境
遇
と

存
じ
奉
り
候
事
。

右
潰
れ
者
ど
も
の
義
、
去
冬
よ
り
春
中
、
飯
料
等
と
て

も
全
然
な
く
御
座
候
に
つ
き
、
山
林
或
い
は
野
原
の
草

木
の
根
等
を
掘
り
、
よ
う
や
く
露
命
を
繋
ぎ
罷
り
有
り

候
て
、・
・
家
屋
敷
田
畑
家
財
諸
道
具
そ
の
他
農
具
ま

で
も
市
を
た
て
、・
・
売
り
払
い
、
最
早
耕
作
つ
か
ま

つ
る
便
も
御
座
な
く
、
い
よ
い
よ
田
畑
は
荒
れ
申
し

候
・
・
地
下
は
破
滅
つ
か
ま
つ
り
、
か
か
が
た
も
っ
て

嘆
か
わ
し
き
義
と
存
じ
奉
り
候
。
哀
れ
願
わ
く
ば
、
広

大
の
御
慈
悲
を
も
っ
て
、
当
村
の
難
儀
を
お
救
い
下
さ

る
よ
う
、・
・

　

こ
の
嘆
願
書
の
終
わ
り
の
署
名
に
は
、
こ
の
村
の
全

員
（
一
軒
一
名
）
の
署
名
が
あ
る
。
四
十
名
で
あ
る
。

平
均
家
族
数
三
人
と
し
て
、
百
二
、三
十
人
の
村
里
で

引
き
起
こ
さ
れ
た
悲
劇
で
あ
る
。

　

補
足
説
明

 

・
潰
れ
百
姓―

高
（
自
分
の
収
穫
高
）
の
少
な
い

百
姓
は
、
田
畑
も
不
良
で
、
そ
の
上
六
割
の
年
貢

を
上
納
し
た
の
で
次
第
に
農
業
経
営
が
貧
弱
化
し

て
い
っ
た
が
、
統
治
者
は
こ
れ
ら
の
人
々
を
放
置

し
て
お
く
と
、
年
貢
上
納
は
村
負
（
村
中
で
責
任

を
持
つ
）
で
あ
っ
た
の
で
村
人
の
負
担
が
お
も
く

な
り
、
共
倒
れ
現
象
が
お
こ
る
の
で
、
村
の
下
層

百
姓
へ
は
始
終
手
入
れ
（
一
種
の
補
助
）
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
あ
ま
り
に
も
手

入
れ
の
期
間
が
長
く
な
る
と
、
紀
伊
徳
川
家
の
負

担
が
増
大
す
る
の
で
、
各
郡
の
奉
行
所
で
判
断
し

て
下
層
百
姓
の
切
り
捨
て
（
百
姓
と
し
て
認
め
な

い
こ
と
）
を
し
た
。
例
示
し
た
よ
う
に
、
潰
す
百

姓
へ
は
冷
酷
な
措
置
で
対
処
し
た
。
田
畑
、農
具
、

牛
、
家
屋
敷
、
諸
道
具
な
ど
の
百
姓
が
活
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
も
の
を
す
べ
て
セ
リ
に
掛
け
、

売
り
さ
ば
き
、
売
り
上
げ
は
累
年
の
年
貢
未
納
分

ま
で
合
算
し
て
上
納
さ
せ
た
。

　

百
姓
を
潰
さ
れ
た
人
々
は
、
行
く
宛
も
な
く
、

器
を
掲
げ
て
、
物
貰
い
に
出
て
い
く
だ
け
で
あ
っ

た
。
飢
餓
の
旅
路
に
出
て
野
山
で
朽
ち
果
て
る

結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
春
は
も
う
す
ぐ
そ

こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
！
良
い
本
と
出
会
い
、
心
を

温
め
る
こ
と
で
、
一
足
先
に
春
を
引
き
寄
せ
ま
し
ょ
う
。

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃

え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書

カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

万
城
目　

学　
「
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
」

松
崎　
　

洋　
「
走
れ
！
Ｔ
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
」

川
口　

雅
幸　
「
虹
色
ほ
た
る
」

東
野　

圭
吾　
「
ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
」

海
堂　
　

尊　
「
チ
ー
ム
バ
チ
ス
タ
の
栄
光
」

高
田　
　

侑　
「
鉄
槌
」

河
本　

準
一　
「
一
人
二
役
」

美　
　
　

嘉　
「
君
空
」

坂
東
眞
理
子　
「
親
の
品
格
」

野
村　

克
也　
「
無
形
の
力
」

︻
健
康
︼

宮
成　

な
み　
「
奇
跡
の
ご
は
ん
」

大
庭　

史
榔　
「
１
分
間
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

石
原　

結
實　
「『
体
を
温
め
る
と
』
病
気
は
必
ず
治
る
」

︻
児
童
書
︼

上
橋
菜
穂
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今年高校を卒業されるみなさ～ん♪♪

〒 519-0503  伊勢市小俣町元町 1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

　　      mail:  nanbu@safety-nanbu.com

夜間料金・
夏休み料金が
無料 !!

共感運転の

南部自動車学校

共感運転の南部自動車学校SLOW & STEADY

℡ 0596-23-1155

今春、高校を卒業された方が、
３月末までに申し込みされた場合、

夏休みにお申込みするよりも、
なんと！￥３１, ５００円も

お得です！！

10 ビデオレポート00
9

11

特別番組

6

7
8

00
00

0 ビデオレポート00

1 00
2
3

4 00

ビデオレポート

ビデオレポート

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

00 ／ 15 
30 ／ 45

知っ得　納得①
知っ得　納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②

00
15 
30
45

5

7 特別番組00
8

9
10 ビデオレポート00

11 00
12
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2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

2月25日～3月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得　納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【3 月 1 日～】
　・３歳児生活発表会（田丸保育所）
　・確定申告
　・ウィンターフェスタ 2008　　など

【3 月 8 日～】
　・第８回福寿学級
　・介護教室　　　　　　　　　　など

【3 月 15 日～】
　・春の全国火災予防運動　　　　など

【3 月 22 日～】
　・保育所の活動　　　　　　　　など

【3 月 1 日～】
　・福寿学級 玉城学園 第６回講座　など

【3 月 16 日～】
　・子育てトークライブ　など

【3 月 5 日～】
　・たまきチャンネル番組紹介

【3 月 20 日～】
　・下水道事業

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

有 料 広 告有 料 広 告

夏休み早割ＶＩＰプランのおすすめポイント！！

あなたに合わせた
スケジュールで
夏休み中に免許が

取れる♪

ポイント① ポイント② ポイント③
　スケジュール作成 　検定補習料金無料！ 　友人に再会できる♪
予定に合わせて、各個人専用のオ
リジナルプランを作ります。

試験に弱い、本番が苦手、緊張
しても安心です。

県外に進学された方も、夏休みに
帰省してみんなが集まります。



（社）三重県宅地建物取引業協会会員・（社）全国宅地建物取引業保証協会会員

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

 三重県知事免許（2）第２６９４号

プラス ワン

0800-2000-366

不動産 ゆたかな暮らしのお手伝い

妙法寺 2,300万円 土地面積209.64㎡ 建物128.25㎡ 4LDK 平成18年12月築 木造スレート葺き2階建
蚊野  750万円 土地面積181.81㎡ 建物139.63㎡ 6LDK  昭和55年7月築  木造スレート葺き2階建 

 妙法寺 1,231万円 土地地面積 370㎡（111.92坪）用途地域 第一種住居 畑 JR田丸駅 徒歩10分

土
地

建
物

蚊野1000万円 土地面積 410㎡（124.02坪）用途地域 無指定 雑種地 JR外城田駅徒歩25分 
蚊野 650万円  土地面積 192.02㎡（58.08坪）用途地域 無指定 宅地 JR外城田駅徒歩25分

空家 おを探しています

第一種住居・無指定 (建ぺい率 60％)(容積率 200％）

売却物件 募集中

　３月３日（月）　17 日（月）　24 日（月）　４月７日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康御師による
　　　　体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

第419号　平成20年3月号編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2　
TEL 0596-58-8200   FAX0596-58-4494
Home Page http://www.town.tamaki.mie.jp   
e-mail info@town.tamaki.lg.jp
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■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200　FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212
■玉城病院	 TEL58-3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000
■社会福祉協議会	 TEL58-6915
■中央公民館	 TEL58-6331
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527
■梅がおか児童館	 TEL58-8345

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

まちかど掲示板

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。
●国民健康保険料・介護保険料（第 12 期）
　３月 31 日（月）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　3 月 6 日（木）　4 月 3 日（木）
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　3 月 13 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　27 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分　午後 1 時～ 2 時 30 分
場　所　保健福祉会館
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談、
　　　　おっぱい相談（27 日のみ）
＊おっぱい相談は、予約が必要です。希望される方は、健康
管理センターへお申し込みください。
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談

今 月 の 表 紙

撮影 : 広報編集委員会

（平成 20 年 1 月 31 日現在）

（　）は 1 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請、相談など、どうぞご利用ください。

有 料 広 告

　3 月 12 日（水）　26 日（水）
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　健康管理センター
予約は、生活福祉課へ

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

　天狗と獅子が登場する山
神地区の獅子舞神事。小雪
もちらつく中、地元・一般の
皆さんやカメラマンとたく
さんの人が訪れていました。

人 口　15,222 人（－　7人）
男　　　7,433 人（－11人）
女　　　7,789 人（＋　4人）
世帯数　  4,892 世帯（＋    1世帯）
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